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須賀川市立第二中学校区における小中一貫教育の取り組みについて（生徒指導部会） 

 仲秋の候、保護者の皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 さて、須賀川市教育委員会では、昨年度より小中一貫教育を重点の柱として、９年間を見通した子どもたちの育ちと学習の連続性を重視し

た教育を推進しています。それを受けて、須賀川市立第二中学校区（小学校３校、中学校１校）でも、具体的な方策を講じ、実践にあたって

いるところです。 

 過日、校区内の全ての教職員が集まり３つの部会（学力向上部・生徒指導部・健康教育部）に分かれ、協議会を持ちました。その中から、

今回は生徒指導について話し合われた共通実践事項について下記のとおりお知らせいたします。 

 子どもたちの健やかな成長のためにも、ご家庭でも話題にし、ご協力をいただきますようお願いいたします。 

記 

◆ あいさつ運動・生活のきまりを守ることを推進します 

① あいさつ運動について 

○小学校では、児童会や生徒指導部の先生方を中心としてあいさつ運動を行っています。少しずつ元気なあいさつをする児童が増えてま

す。中学校でも、生徒会・週番部・生徒会役員があいさつ運動の中心となって行っています。中学生になると日常生活であいさつがきち

んとできない傾向にあるようです。生徒会でアンケートをとったところ、「いつでも」「どこでも」「大きな声で」というところができ

ていなかったです。 

☆ そこで、私たちは・・・ 

○小中学校とも、あいさつを進めるにあたって、お客様や教師、目上の方に対して「会釈」ができるように指導をしていきます。 

② 各学校における「生活のきまり」の具体的な共有事項の洗い出し 

○中学校から話があったこととして、服装、頭髪、携帯電話の三つが特に小学校と共通理解を図りたい事項です。各小学校でも指導をし

ていきたいです。 

☆ こんなことがありました 

○昨年度台風で臨時休業になった時にゲームセンターには中学生は見かけなかったが、小学生はたくさんいました。 

☆ そこで私たちは・・・ 

○臨時休業や下校が早い場合には、ゲームセンター等への補導を小学校でも行います。 

◆ インターネット端末による情報教育を充実します 

① インターネット端末の利用における共通した考え方の確立 

 他人への影響を考えて情報を発信することや、有害情報への対応などの情報教育の充実が必要となっています。 

 また、「ネット上のいじめ」の予防と、早期発見･早期対応へ向けた取り組みは学校だけでなく、家庭や地域が連携･協力していく必要

があります。 

☆ そこで、私たちは・・・ 

○小中学校とも、インターネット利用についての情報教育を充実させます。 

○授業参観等の機会をとらえて、保護者･児童生徒ともに行う「インターネット端末による情報モラル」について学ぶ機会を設けます。 

○二中学区内の小中学校では、携帯電話等の校内持ち込みは原則禁止しています。ご協力をよろしくお願いします。 

◆ 安心･安全な生活を確保します   

①  交通安全と通学路の安全確保、危険箇所の共有化 

○小学校では児童がヘルメットをかぶらないで事故にあったことがあります。また、中学校では夜の外出時にヘルメットをかぶらない生

徒が多いです。さらに、キックボードで危険な遊びをしている児童もいます。 

☆ そこで、私たちは・・・ 

○市当局や県に、危険と思われる交差点に信号機や横断歩道の設置を依頼していきます。 

○自転車の乗り方に課題があることがわかったので、小学校でも自転車の乗り方等についてビデオの視聴などで、具体的な指導を進めま

す。命に関わることなので、重点事項とします。 

 


